
社会科学習指導案

大竹市立大竹小学校 高畑 律子

１ 学年 第６学年

２ 単元名 わたしたちの生活と政治

３ 単元設定の理由

○ 小学校学習指導要領社会では，「指導計画の作成と各学年にわたる内容の取扱い」として，「各

学年の指導については，児童の発達段階を考慮し社会的事象を公正に判断できるようにする」ことが

示されている。このことにかかわって，小学校学習指導要領解説社会編では，「社会的事象を公正に

判断するとは，決して一人よがりの判断ではなく，社会的事象を多面的，総合的にとらえ公正に判断

することを意味している。」と述べられている。

児童が実際に社会に出て直面する課題や問題に対し，一定の結論を出して，適切な社会的行為を行

っていくことが求められる。社会の変化や課題に対して合理的な判断を選択し決定していくことので

きる力を育成することが必要である。そのためにも，社会科学習の中で児童を価値判断の場に立たせ

る必要性があると考える。

そこで，社会科の授業で学習する社会的事象について科学的に認識し，それを踏まえた合理的な説

明をし得る価値判断ができるように，構造的に整理した知識を活用して，その社会的事象についての

価値分析を取り入れた授業構成とすれば，社会的事象を公正に判断する力を高めることができると考

え，本単元を設定した。

○ 児童は，これまでの社会科授業で，単元によっては社会的事象に対する価値判断を行うこともあっ

たが，その判断は一面的な考えや恣意的な解釈によるものが多かった。これは，構造的に整理した知

識を身に付けていながらも，それを活用して価値を分析することが十分にできていなかったからだと

考える。

○ そこで，本単元では「小学校の校舎建て替え」を事例として，小中学校配置等の都市計画について

の概念的知識である，「公共施設は，都市計画に重要な，かかる費用，予想される問題点，期待され

る効果によって立地が決定される。」を通して価値判断させたい。具体的には，身近な論争問題であ

る所属校および隣接校の校舎建て替えを事例として，現在地での建て替えと造成地への移転の視点で

具体化し，その判断基準について科学的に認識させ，それを踏まえた合理的な説明をし得る価値判断

ができるようにさせる。

４ 単元の目的

「小学校の校舎建て替え」を事例として，小中学校配置等の都市計画についての概念的知識を理解し，

それを判断基準に価値判断することができる。

５ 単元の到達目標

① 「小学校を現在地で建て替えると，仮設校舎の建設や費用，交通に関する問題はあるが，建設後は

今までどおりの学校生活を送ることができる。」を発見できる。（説明的知識１）

② 「小学校を造成地へ移転すると，利便性は低下するが，造成地や埋め立て地，跡地等が有効に活用

できる。」を発見できる。（説明的知識２）

③ ①・②で発見した説明的知識から，「小中学校等の公共施設の立地は，都市計画に重要な，かかる

費用，予想される問題点，期待される効果によって立地が決定される。」という概念的知識を習得で

きる。

④ ③で習得した概念的知識に基づいて，未来予測を行い価値判断を行うことができる。



６ 単元の評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 観察・技能・表現 知識・理解

○ 公共施設の建設

に関心をもち，

様々な公共施設の

立地条件について

調べたり，考えた

りしている。

○ 小学校の校舎建て替えについ

て，現在地での建て替えの場合と

造成地への移転の場合，それぞれ

の立場での条件を考えている。

○ 公共施設立地論の概念的知識を

活用して，どちらの方がいいか価値

判断している。

○ 地図や写真資料

から，必要な情報

を読み取ったり，表

に整理したりして，

まとめている。

○ 小中学校等の公共施設の立

地は，都市計画に重要な，「か

かる費用」，「予想される問題

点」，「期待される効果」によっ

て立地が決定されるということを

理解している。

７ 単元の指導計画（全５時間）

時 学 習 過 程 主 な 問 い ・ 指 示 学 習 内 容 ・ 学 習 活 動 評価規準 資 料

１

概

念

探

究

過

程

小方小学校

の新校舎建

設

・これは，どこだろう。

・なぜ，これらの公共施設はこの場所

に立地しているのだろう。

◎小方小学校は，現在地での校舎建て

替えと大願寺山への移転どちらが

いいだろう。

・身近な公共施設を確認する。

・公共施設の立地条件について考える。

・地図や航空写真の読図から，周辺の様子を判

断材料に考える。

公共施設の建設に関心を

もち，様々な公共施設の立

地条件について調べたり，

考えたりしている。

（関心・意欲・態度）

・写真５枚

（市役所・図書館・駅等）

・小方地区地図

・小方地区航空写真

２

大願寺山移

転案と都市

計画

・「岩国・大竹道路」建設はどのよう

な効果があるのだろうか。

・なぜ，小方小学校は「岩国・大竹道

路」を建設する現在地に建て替えを

行うのだろうか。

・「第四次大竹市総合計画」から，大

竹市は，どのような市をめざしてい

るのだろうか。

◎なぜ，小方小学校は大願寺山へ移転

を行うのだろうか。

・国道２号線の慢性的渋滞の緩和策となること

を知る。

・騒音や振動，排気ガス問題，敷地すれすれを

通ることによる交通事故の発生率の高さに

気付く。

・人口増加，商工業の誘致等，市の活性化を図

っていることを知る。

・宅地開発地の有効活用のためであることを探

究する。

地図や写真，資料等から，

必要な情報を読み取った

り，表に整理したりして，

まとめている。

（観察・技能・表現）

・「岩国・大竹道路」

・「第四次大竹市総合計画」

３

現在地での

建て替えと

大願寺山へ

の移転①

―問題点と

効果―

・現在地での建て替えと大願寺山への

移転のそれぞれにとって，どのよう

な「問題点」が考えられるだろうか。

ア 建設中の小方小学生にとって

イ 建設後の小方小学生にとって

ウ 地域の人にとって

・現在地での建て替えと大願寺山への

移転のそれぞれにとって，どのよう

な「効果」が考えられるだろうか。

ア 建設後の小方小学生にとって

イ 地域の人にとって

【現在地の場合の問題点】

・仮設校舎生活での不便。・運動場が使用でき

ない。

・騒音・振動・粉塵・交通渋滞・事故が発生し

易い。

【大願寺山の場合の問題点】

・通学距離が遠くなる。・社会見学施設が遠く

なる。

【現在地の場合の効果】

・通学や利便性がいい。・今までの様にふれ合

いが可能。

【大願寺山の場合の効果】

・小中一貫校となる。・跡地が有効活用できる。

小学校の校舎建て替えに

ついて，現在地での建て替

えの場合と造成地への移転

の場合，それぞれの立場で

の条件を考えている。

（思考・判断）

・「仮設校舎」

４

現在地での

建て替えと

大願寺山へ

の移転②

―費用―

・家を建てるのにどのくらいの費用が

かかるのだろうか。

・学校を建てるのにどのくらいの費用

がかかるのだろうか。

・大願寺山の土地代はかかるのだろう

か。

◎なぜ，現在地と大願寺山とでは校舎

建設費が大きくちがうのだろうか。

・大願寺山造成は，市の計画なので土地代はか

からず，校舎建設費のみが関係することが分

かる。

・現在地では，仮設校舎の建設・解体費用が余

分にかかることを知る。

・大願寺山の費用が高くなるのは、小中一貫校

のため校舎規模が大きくなるためであるこ

とを知る。

・市内全体の小中学校の建て替え・改修で考え

る。

小学校の校舎建て替えに

ついて，現在地での建て替

えの場合と造成地への移転

の場合，それぞれの立場で

の条件を考えている。

（思考・判断）

・住宅広告

・「大竹市内小中学校建て替

え・改修工事一覧」

５

価

値

分

析

過

程

自分なら

どちらを

選ぶ？

・もし，現在地で校舎を建て替えると，

どうなるだろうか。

・もし，大願寺山へ移転すると，どう

なるだろうか。

◎現在地での建て替えと，大願寺山へ

の移転，どちらの方がいいか判断し

よう。

・「かかる費用」・「予想される問題点」・「期待

される効果」の概念的知識を活用して，未来

予測をする。

・概念的知識を活用し，優先順位を明らかにし

て価値判断を行う。

小中学校等の公共施設の

立地は，都市計画に重要な，

「かかる費用」，「予想され

る問題点」，「期待される効

果」によって立地が決定さ

れるということを理解して

いる。 （知識・理解）

公共施設立地論の概念的

知識を活用して，どちらの方

がいいか価値判断している。

（思考・判断）

・今までの全資料



８ 単元の構造図

「知識の構造図」

校
区
最
北
部
に
位
置
す
る
山
の
上
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
の
新
駅
や
公
共
施
設
・
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

等
、
他
の
目
的
で
有
効
利
用
で
き
る
。

中
学
生
や
中
学
校
の
先
生
と
学
習
で
き
る
。

地
域
の
方
と
交
流
が
今
ま
で
ど
お
り
図
れ
る
。

大
多
数
の
児
童
に
と
っ
て
は
通
学
し
易
く
、
社
会

見
学
等
に
も
行
き
易
い
。

使用した資料

○小方小学校校区地図 ○岩国・大竹道路 ○第四次大竹市総合計画 ○大竹市内小中学校建て替え，改修工事一覧表 ○ピタコラム ○仮設校舎事例一覧

私は，□□の方を選びます。 なぜならば，①○○，②○○，③○○の理由からです。

登
下
校
時
の
交
通
事
故
発
生
率
が
高
く
な
る
。

小中学校等の公共施設の立地は，都市計画に

重要な，Ⓐかかる費用，Ⓑ予想される問題点，

Ⓒ期待される効果によって決定される。

小方小学校が現在地で校舎建て替えを行うと，仮設校舎の

建設・解体にともなう経費の増加や工期の長期化，運動場使

用の問題，仮設校舎生活の負担，交通に関する問題はあるが，

建設後は，児童の大多数が今までどおりの学校生活を送るこ

とができ，社会見学などの利便性も高い。

宅
地
造
成
を
し
、
人
口
増
加
を
図
る
。

社
会
見
学
施
設
が
遠
く
な
る
。

小
中
一
貫
校
と
な
る
の
で
、
校
舎
の
規
模
を
大
き

く
す
る
た
め
経
費
が
倍
近
く
か
か
る
。

海
を
埋
め
立
て
、
埋
め
立
て
地
に
工
場
や
商
業
施

設
を
誘
致
し
、
市
の
活
性
化
を
図
る
。

騒
音
・
振
動
・
排
気
ガ
ス
・
交
通
事
故
問
題
等
が

深
刻
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

工
事
車
両
で
、
国
道
２
号
線
が
渋
滞
す
る
。

仮
設
校
舎
生
活
は
、
騒
音
・
暑
さ
・
寒
さ
・
手
洗

い
場
の
数
・
運
搬
作
業
な
ど
の
負
担
が
か
か
る
。

運
動
場
に
建
て
る
。（
運
動
場
は
使
え
な
い
。）

Ⓐ費用は

30 億円か

かる。

Ⓐ仮設校舎建設・解

体費も含め，費用は

17億円かかる。

Ⓒ宅地造成地への移転は，人口増

加・商工業の活性化・財政安定など,

大竹市の都市計画化が進む。

Ⓑ大願寺山へ移転すると，通学

路の距離が長くなり登下校や社

会見学の利便性が低下する。

Ⓑ現在地での建て替えは，

交通問題や仮設校舎に関

する問題点が生じる。

Ⓒ現在地での建て替え

は，市街地に位置するた

め利便性が高い。

仮
設
校
舎
の
建
設
・
解
体
費
用
に
は
、
３
億
５
千

万
円
か
か
る
。

現
在
地
で
同
じ
な
の
で
、
土
地
代
は
必
要
な
い
。

造
成
は
市
の
計
画
の
た
め
土
地
代
は
必
要
な
い
。

㎞
通
学
路
が
遠
く
な
り
防
犯
性
も
低
い
。

小方小学校を大願寺山の造成地に移転すると，児童

の利便性は低下するが，小中一貫校としての学習環境

は整い，経費が少なくなる。また，造成地の人口増加

や，埋め立て地の商工業発達，現在地の有効利用など

が進み，都市計画がなされ大竹市は活性化する。

「問いの構造図」

大
願
寺
山
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
。

現
在
地
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

小
・
中
一
貫
校
に
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
利
点
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
地
で
の
建
て
替
え
は
、
地
域
に
と
っ
て
ど

ん
な
利
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
地
で
の
建
て
替
え
は
、
小
方
小
学
生
に
と
っ

て
ど
ん
な
利
点
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

あなたなら現在地での建て替えと大願寺山への移転と，どちらがいいと判断しますか？

国
道
２
号
線
・
山
陽
自
動
車
道
・
Ｊ
Ｒ
に
囲
ま
れ

て
位
置
す
る
と
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

なぜ，小方小学校は造成地である

大願寺山へ移転を行うのだろうか。

なぜ，小中学校等の公共施設は，その場所に

立地しているのだろうか。

大
願
寺
山
は
削
っ
て
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

社
会
見
学
施
設
は
近
く
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

校
舎
建
設
費
は
、
現
在
地
で
の
建
て
替
え
の
場
合

と
比
べ
て
ど
の
く
ら
い
高
い
の
だ
ろ
う
か
。

大
願
寺
山
の
削
っ
た
土
砂
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ

う
か
。

岩
国
・
大
竹
道
路
の
建
設
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

周
辺
地
域
へ
の
影
響
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

仮
設
校
舎
で
の
学
校
生
活
に
は
、
ど
の
よ
う
な
問

題
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
。

仮
設
校
舎
は
ど
こ
に
建
て
る
の
だ
ろ
う
か
。

Ⓐ移転費用は

どのくらいか

かるだろうか。

Ⓐ 校舎建て替え

費用はどのくらい

かかるだろうか。

Ⓒ宅地造成地へ

の移転は，どのよ

うな効果が期待

できるだろうか。

Ⓑ大願寺山へ移転

すると，どのよう

な問題点が生じる

だろうか。

Ⓑ現在地での建

て替えには，どの

ような問題点が

生じるだろうか。

Ⓒ現在地での建て

替えは，どのよう

な効果が期待でき

るだろうか。

仮
設
校
舎
に
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
だ
ろ
う
。

土
地
代
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
だ
ろ
う
。

土
地
代
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
だ
ろ
う
か
。

大
願
寺
山
へ
の
通
学
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

なぜ，小方小学校は市街地にある現在地に

建て替えを行うのだろうか。



９ 学習の展開

【第１時間目】

本時の目標 地図の読図から，小方小学校の新校舎建設は，①現在地での建て替えと②宅地開発地への移転のどちらがいいと思うか

考える。

発 問 ・ 説 明 学習活動 資 料
児童から引き出したい知識・発言

☆評価規準（方法）

導

入

・ みなさん，ここは「どこ」でしょう。

・ では，なぜ，これらの施設は，この

場所に建っているのでしょう。

・ 公共施設やたくさんの人が利用する

施設には，そこに建つ理由がありま

す。それをこれから５時間かけて学習

していきましょう。

Ｔ：発問する。

Ｃ：答える。

Ｔ：発問する。

Ｃ：答える。

Ｔ：説明する。

写真５枚

( 大 竹 小 学

校・図書館・

夢タウン・Ｊ

Ｒ和木駅・小

方小学校)

・ １枚目： 大竹小学校です！

・ ２枚目： それは，図書館だ

・ ３枚目： あっ，夢タウン。

・ ４枚目： 多分，新しくできたＪＲ和木駅

だと思うよ。

・ ５枚目： 小方小学校。

・ 町の真ん中だから。

・ 便利な場所だから。

・ ぼくの家からは遠いよ。

・ 人が行きやすい場所にあるから。

展

開

・ 実は，小方小学校も校舎が新しく建

てられるそうです。

ところが，今ある現在地での建て替

え案と新しい場所への移転案とがあ

るそうです。

ちなみに，移転先の候補地は，「大

願寺山」だそうです。

Ｔ：説明する。

Ｔ：提示する。

Ｃ：読図する。

地図

(小方小学校

校区地図)

・ 小方小学校も建て替えをするんだぁ。

・ ぼくたちの大竹小学校と同じだね。

・ えぇ，学校って場所がかわってもいいの？

・ 新しい場所ってどこだろう。

・ なぜ，移転する案があるの？

・ 大願寺山ってきいたことないね。

・ 大願寺山って，山の中だね。

・ 今の場所は，町中だし，夢タウンも近くて

いいよね。

・ ２号線の側で危ないからかな？

・ ぼくたちだって，２号線通って来るじゃな

いか。

ま

と

め

・ あなたは，小方小学校の新しい校舎

は，現在地での建て替え案と大願寺山

への移転案のどちらがいいと思いま

すか？そう思う理由もワークシート

に書きましょう。

・ 現在地派

校区の中心でみんなが通い易い。

町中の方が便利だから。

大願寺は遠くなるから。

・ 大願寺山派

自然に囲まれて環境がよさそうだから。

現在地は，２号線の側で危ないから。

☆ 公共施設の建設に関心をもち,様々な公共

施設の立地条件について調べたり，考えたり

している。（ワークシート）



【第２時間目】

本時の目標 現在地での建て替えではなく，宅地開発地への移転案が生起した理由について知る。

発 問 ・ 説 明 学習活動 資 料
児童から引き出したい知識・発言

☆評価規準（方法）

導

入

・ 前時の最後に，小方小学校の現在地

での建て替え案と大願寺山への移転

案のどちらがいいか考えを書いても

らいましたね。紹介します。

Ｔ：紹介する。

Ｃ：答える。

前時のワーク

シート

・ そうそう，現在地の方が通学し易いよね。

・ ぼくの考えと同じだ。

・ なるほど，大願寺山は自然豊かで環境がい

いという考え方なのか。

・ 確かに現在地は，２号線やＪＲに囲まれて

交通問題が発生していそうだな。

・ みんないろんな考えを持っているな。

展

開

１

・ では，今日は，なぜ，現在地ではな

く，大願寺山への移転案が出たのでし

ょうか，探っていきましょう。

・ 先ず，資料１「岩国・大竹道路」建

設計画図を見てください。

この道路建設が大きくかかわって

いるそうなのですが，この「岩国・大

竹道路」の建設によってどのような効

果が期待できますか？

・ では，なぜ，「岩国・大竹道路」を

建設することで，小方小学校の新校舎

を現在地で建て替えをしようとしな

いのでしょうか。

Ｔ：説明する。

Ｔ：資料を読ま

せる。

Ｔ：発問する。

Ｃ：答える。

Ｔ：発問する。

Ｃ：答える。

資料

(岩国・大竹道

路)

・ 岩国まで道路ができて便利になる。

・ ２号線の渋滞が解消される。

・ 小方小学校の横を通ることになっている。

・ 小方はますます便利になる。

・ 小方小学校には，関係ないと思うよ。

・ 工事の間，大変になると思うよ。

・ 騒音や振動で学習しにくくなるから。

・ 粉塵や排気ガスで大気汚染になるから。

・ 工事車両の往来が激しくなり危険だから。

・ 工事車両の往来で，ますます２号線が渋滞

するから。

・ この図だと少し敷地内を走るんだね。

☆ 地図や写真資料から，必要な情報を読み取っ

たり，表に整理したりして，まとめている。

（発言内容・ワークシート）

展

開

２

・ 次に，この「第四次大竹市総合計画」

の資料を見てください。

この「第四次大竹市総合計画」から，

大竹市は，どのような市をめざしてい

るのでしょうか。

・ なぜ，大願寺山の宅地開発地へ小方

小学校を移転させようとしているの

でしょうか。

Ｔ：資料を読ま

せる。

Ｔ：発問する。

Ｃ：答える。

Ｔ：発問する。

Ｃ：推測する。

資料

(第四次大竹

市総合計画)

・ 大竹市の都市計画プランだね

・ 10 年間で人口 35,000 人を目標にしてるね。

・ 工業や自然や教育やいろいろな取組みをし

ているよ。

・ あっ，大願寺山宅地開発って書いてあるよ。

・ 開発計画を成功させたいから。

・ 新たに発展した町をつくりたいから。

・ 開発地なら，広い土地が確保できるから。

・ 小方小学校の校区内だから。

・ 跡地に新駅をつくりたいから。

☆ 地図や写真資料から，必要な情報を読み取っ

たり，表に整理したりして，まとめている。

（発言内容・ワークシート）

ま

と

め

・ では，次時は，みなさんが第１時に，

考えて書いた，現在地での建て替え案

と大願寺山への移転案それぞれの問

題点と利点（効果面）について整理し

てみましょう。

Ｔ：説明する。



【第３時間目】

本時の目標 ①現在地での建て替え案と大願寺山への移転案それぞれについての「問題点」と「効果」について知る。

発 問 ・ 説 明 学習活動 資 料
児童から引き出したい知識・発言

☆評価規準（方法）
導
入

・ 第１時の終わりに，みなさんが，

①現在地での建て替え案と，②大願寺

への移転案のどちらがいいと思うか

書いたその理由について，「問題点」

と「効果」という面から整理していき

ましょう。

Ｔ：説明する。

展
開
１

・ 先ず，「問題点」から考えていきま

しょう。

ⅰ 工事期間中に，小方小学生にかか

わってくる問題点はどんなことが

考えられますか。

ⅱ 新校舎建設後の問題点は，どんな

ことが考えられますか。

ⅲ 地域の方々にかかわってくる問

題点は，どんなことが考えられます

か。

Ｔ：発問する。

Ｃ：答える。

①現在地での建て替え案の場合

・ 騒音でうるさい。

・ 仮設校舎を建てるため運動場が使えない。

・ 仮設校舎は，暑さ寒さが厳しい。

・ 仮設校舎は，隣のクラスの声がよく響く。

・ 校舎から仮設校舎へ，仮設校舎から新校舎

へ荷物の運び出し作業が２回ある。

・ 工事車両の往来が激しくなり，交通事故の

危険性が高まる。

②大願寺山への移転案の場合

・ 通常通りの学校生活が送れるので問題性は

ない。

①現在地での建て替え案の場合

・ 「岩国・大竹道路」の騒音や排気ガスなど

の交通問題。

・ その他は，今まで通りの学校生活が送れる。

②大願寺山への移転案の場合

・ 通学路が遠くなる。（1.5ｋｍ・約 20 分）

・ 通学路に人通りが少なく登下校が危ない。

・ 社会見学施設が遠くなる。

①現在地での建て替え案の場合

・ 工事期間中は，騒音や渋滞が起こる。

・ ２号線が渋滞する可能性がでてくる。

②大願寺山への移転案の場合

・ 特になし。

☆ 小学校の校舎建て替えについて，現在地で

の建て替えの場合と造成地への移転の場合，

それぞれの立場での条件を考えている。

（発言内容・ワークシート）

展
開
２

・ 次に，「効果」の面から考えていき

ましょう。

ⅰ 新校舎での学校生活が始まると，

小方小学生に，どんな効果が考えら

れますか。

ⅱ 新校舎建設後，地域の方々には，

どんな効果が考えられますか。

Ｔ：発問する。

Ｃ：答える。

①現在地での建て替え案の場合

・ 通学しやすい。

・ 社会見学に行きやすい。

②大願寺山への移転案の場合

・ 小中一貫校で，阿多田・穂仁原小学生，小

方中学生と一緒に学習できる。

①現在地での建て替え案の場合

・ 今まで通り，小学生とふれあい交流ができ

る。

②大願寺山への移転案の場合

・ 跡地を新しい活用の仕方で利用できる。

（ＪＲ小方駅，公園，公共・商業施設，住宅）

・ 大願寺山宅地開発地域が活性化する。

☆ 小学校の校舎建て替えについて，現在地で

の建て替えの場合と造成地への移転の場合，

それぞれの立場での条件を考えている。

（発言内容・ワークシート）

ま
と
め

・ 第１時にみなさんが考えた，①案と

②案の「問題点」と「効果」について

整理しました。

みなさん，第１時と考えが変わって

きた人はいますか。

Ｔ：説明する。



【第４時間目】

本時の目標 ①現在地での建て替え案と，②宅地開発地への移転案の費用について知る。

発 問 ・ 説 明 学習活動 資 料
児童から引き出したい知識・発言

☆評価規準（方法）
導
入

・ みなさん，このような広告を見たこ

とありますか。

お家を建てるのにどのくらいの費

用がかかるのでしょうね。

では，学校を建てるのに費用は，ど

のくらいかかると思いますか。

今日は，小方小学校の①現在地での

建て替え案と，②大願寺山への移転案

について，「費用」の面から考えてみ

ましょう。

①案と②案のどちらの方が費用が

かかると思いますか。

Ｔ：提示する。

Ｔ：発問する。

Ｃ：推測する。

資料

(住宅広告)

・ 見たことある。家の広告。

・ 1,000 万円ぐらい？

・ もっとするよ，3,000 万円ぐらいだよ。

・ １億円ぐらい？

・ ①大願寺山への移転案の方だと思う。土地

を造成するのに費用がかかるから。

・ ②現在地での移転案の方が高いと思う。仮

設校舎を建てないといけないから。

展
開
１

・ 机やいす等の備品代はどちらに建っ

ても同じはずですね。

では，土地代から考えていきましょ

う。①現在地での建て替えの場合は，

土地代はどのようになるでしょうか。

・ 学校は，公共施設で，現在地は，大

竹市が所有している土地です。だか

ら，土地代はかかりません。

では，②大願寺山の土地代はどのよ

うになるでしょうか。

・ 実は，大竹市は，都市計画としての

宅地開発工事費は支払いますが，その

土地は，大竹市が所有するので，小方

小学校の土地代という意味では，かか

りません。

Ｔ：発問する。

Ｃ：答える。

Ｔ：発問する。

Ｃ：推測する。

Ｔ：発問する。

Ｃ：推測する。

・ いらないと思う。

・ もともと小方小学校の土地だからね。

・ えっ，小方小学校のものなの？

・ 学校って，国や県・市町村の税金が使われ

る公共施設って習ったよね。

・ 新しい土地だから，土地代がいると思うよ。

・ 誰に払うの？

・ 宅地開発をしている業者にじゃないの。

・ でも，宅地開発計画は，大竹市の都市計画

だよね。大竹市の土地ってことじゃないの。

・ 土地代は，①案も②案も両方ともかからな

いんだね。

・ 条件は同じだね。

☆ 小学校の校舎建て替えについて，現在地で

の建て替えの場合と造成地への移転の場合，

それぞれの立場での条件を考えている。

（発言内容・ワークシート）

展
開
２

・ 次は，建物の建築費について考えま

しょう。

「資料１」から何が分かりますか。

・ なぜ，同じ小方小学校のはずなのに

場所によって，校舎建設費がちがうの

でしょう。

・ ②案は，「小中一貫校」といい，小

方中学校・穂仁原小学校・阿多田小学

校が統合され，一つの大きな学校にな

る案でしたね。だから，校舎が大きく

なるので費用が違うのですね

Ｔ：提示する。

Ｃ：資料を読

む。

Ｃ：答える。

Ｔ：発問する。

Ｃ：推測する。

Ｔ：発問する。

Ｃ：答える。

資料１

( 大 竹 市 内

小・中学校建

て替え，改修

工事)

・ ①現在地での建て替え案は約 17 億円だ。

・ ②大願寺への移転案なら，約 30 億円だね。

・ ①案なら，仮設校舎建設代が約２億５千万

円，仮設校舎解体費が約１億円かかります。

・ ②案の方が，遠くまで資材を運ぶからかな。

・ ②案だと豪華な校舎にするのかな。

・ 小方中学校も建て替え費約 15億円かかる予

定なんだ。（穂仁原小学校は約８千万円・阿多

田小学校は４億円予定）

・ 小方小学校と小方中学校，玖波小学校の改

修や，大竹市内のたくさんの小中学校のこと

を総合して考えると……

☆ 小学校の校舎建て替えについて，現在地で

の建て替えの場合と造成地への移転の場合，

それぞれの立場での条件を考えている。

（発言内容・ワークシート）

ま
と
め

・ 今日は，かかる「費用」について

探ってきました。机やいすなどの備品

代と，土地代の条件は同じでした。校

舎建築費は，条件が違いましたね。

みなさんは，どのように思いました

か，ワークシートに書きましょう。

・ 次時は，①案と②案それぞれについ

て，『費用』・『問題点』・『効果』の今

までに学習してきたことをもとに，ど

ちらがいいと思うか考えてもらいま

す。

Ｔ：説明する。

Ｃ：書く

・ ①案の方が安いのでいいと思う。

・ ①案の仮設校舎費がもったいないと思う。

・ ②案は，一見，高く思えたが，他校のこと

も含めて考えるといいのかもしれない。



【第５時間目】

本時の目標 今までに学習してきた「費用」・「問題性」・「効果」の視点から，価値分析を行い，①現在地での建て替え案と，②大願

寺山への移転案のどちらがいいと思うか公正な判断をする。

発 問 ・ 説 明 学習活動 資 料
児童から引き出したい知識・発言

☆評価規準（方法）

導

入

・ いよいよ今日は，①現在地での建て

替え案と②大願寺山への移転案のど

ちらがいいと思うか，未来予測をし

て，価値判断をしてもらいます。

第１時からのワークシートや資料

を綴りながら，振り返ってみましょ

う。

Ｔ：説明する。

Ｃ：振り返る。

・ 第１時のぼくは，「家が近いから。」という

理由しか思いついていなかったな。

・ 第２時で，「道路工事」や「都市開発」など

の市民とも関わる視点を知ったな。

・ 第３時では，①案と②案それぞれに問題点

と効果があることが分かったな。

・ 第４時では，「費用」をあらゆる角度から考

えることができたな。

展

開

・ もし，小方小学校を①現在地で建て

替えたとすると…，もし，②大願寺山

へ移転すると…，どのようなことが問

題となりどのような効果があるのか，

今までに学習してきたことを基に未

来予測をして，ワークシートに書いて

みましょう。

・ あなたは，小方小学校の新校舎建設

は，①現在地での建て替え案と，②大

願寺山への移転案のどちらの案がい

いと思いますか。

両方の未来予測を比べ，総合的に考

えたり，優先順位を明確にさせたりし

て判断しましょう。

Ｔ：説明する。

Ｃ：未来予測を

する。

Ｃ：判断する。

・ もし，①現在地で建て替えたとすると，仮

設校舎の建設をすることになるので，費用と

学校生活の負担はかかるが，建設後は，今ま

で通りの学校生活が送れる。

・ もし，①現在地で建て替えたとすると，登

下校や社会見学などは便利かもしれないけ

ど，交通問題は残るし，大竹市民が跡地の有

効利用ができなくなる。

・ もし，②大願寺山へ移転すると，通学は遠

くなるけど，小中一貫校になり中学生や中学

校の先生と学習ができるかもしれない。

・ もし，②大願寺山へ移転すると，登下校の

安全性が心配だけど見守り隊をお願いして解

決できそうだし，大竹市の財政から考えると，

宅地開発も成功して，阿多田・穂仁原小学校・

小方中学校の建て替え・改修の費用も含めて

考えるといいかもしれない。

☆ 小中学校等の公共施設の立地は，都市計画

に重要な，「かかる費用」，「予想される問題点」，

「期待される効果」によって立地が決定されるとい

うことを理解している。（ワークシート）

・ 効果のことを考えると，○案！

・ どちらも問題性も効果もあるのだから，問

題性がより解決しやすい○案の方にしよう！

☆ 公共施設立地論の概念的知識を活用して，ど

ちらの方がいいか価値判断している。

（発言内容・ワークシート）

ま

と

め

・ ポストテストを行った後，大竹小学

校の校舎建て替えに関する，費用や問

題性・効果についても考え，さらに，

第１時に見た写真の公共施設やたく

さんの人が利用する施設について，公

共施設の立地という視点から考え，ま

とめる。

Ｔ：説明する。

Ｃ：答える。

・ 大竹小学校も小方小学校も「費用」・「問題

性」・「効果」の視点から総合して考え，判断・

決定していくのだな。

・ 図書館や市民体育館などの公共施設も同じ

ように考え判断していたのだな。

・ どの公共施設もそうなのかな，あてはめて

考えてみよう！


